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◎松岡　健介（兵庫） 33才 87期生
　一昨年の12月にかねてから予定していた腰の手術を断行、3ヶ月間のリハビリの末、4月から復帰してか
らは順調。強烈な先行・捲りを武器に好走していたが、ここに来て成績が安定しないのは不安。それでも能
力は高い。4.00のギアから繰り出す先行、捲りは強力そのもの。

◎岡村　潤（静岡） 30才 86期生
　可愛い顔をしているが、早くも三十路。デビュー以来、先行捲りの自力を通しているのは、これを生き様
にしているから。記念の後出は多いが、優勝はゼロ、しかしＦ1は常時Ｖ争いを演じている安定感は抜群。
今年は年頭の立川記念で快走、いきなり優出果たしての3着は実力か。

◎小岩　大介（大分） 27才 90期生
　腰痛に悩まされ大好きな練習をやれず昨年は苦しんだが、現在はしっかりした治療で、痛みは出ないとの
こと。大分県は国東半島の先、姫島の出身。競輪選手になるため、日出暘谷校に通い、長距離専門に活躍、
今年は昔を思い出してか意識して捲りを出しているのは将来を考えてのこと。

◎笠松　信幸（愛知） 32才 84期生
　デビュー時は、現在の深谷知広クラスのパワーで大暴れしたが、いつのまにか、小さくまとまったが、完
全なマーカーに転向するのは抵抗があるのか、コメントは何時も自力自在。今年は体調面の不安がありスタ
ートダッシュに失敗したが、大好きな熊本バンクに備えたのであれば・・・。

◎大西　祐（香川） 25才 91期生
　国立高専の建築科で首席だった頭脳優秀な文武両道の好青年。趣味の自転車でも頭角を現し、勉強は年を
取ってもやれるが、競輪選手は、今しかないと決断。武器は、天性のダッシュを生かした捲りだが、最近は
ギヤを上げて早駆けに挑戦中。

◎松岡　篤哉（岐阜） 29才 97期生
　陸上競技でがんばっていたが、陸上出身の谷田泰平や、古くは山田祐仁の伝で、山口富生の弟子になり勇
躍デビュー。97期のルーキーチャンピオンに輝いたハイパワーは、弟子の竹内雄作より練習では上との評
判、先行、捲りの威力は強烈無比、狙うは初優勝。

◎佐々木　雄一（福島） 32才 83期生
　一昨年は、地元平のオールスターで決勝に乗り山﨑芳仁・佐藤慎太郎の後を固めた実力者。前々期は不運
な失格が2回もあって今期は2班に甘んじているが、1月大宮記念で佐藤友和の捲りを楽に抜いたのが、実力
であり調子。予選スタートはハンディだが、そこは能力でカバーする。

◎宗景　祐樹（栃木） 36才 84期生
　中村淳・飯島則之に誘われて、鉄人・伊藤公人（埼玉、40期）の門をたたいて、マーク術を磨き、落
車・失格を恐れぬファイターとして人気を集めていたが、落車や事故点が影響してか、スランプが約半年続
いてるのは心配。脱出しての参加であればＶの一角。

◎小川　圭二（徳島） 41才 68期生
　熊本は3日制の記念で、小嶋敬二を相手に完全Ｖを飾ったこともあるレーサー。一時期は予選でも取りこ
ぼすまで低迷していたが、それではダメだと一念発起したのか、今年は以前の脚力を取り戻し好走続き。大
ギヤにも慣れたのか、決め脚の鋭さが甦ったのは事実。

23年度最後の開催となる、スポーツニッポン社杯。ダービーに出場を果たせなかった選手の中から選ばれた、
54名全員が魅力たっぷりの個性派揃い。Ｖ候補筆頭は、腰ヘルニアの手術から奇跡的に復活した松岡健介（兵
庫）で、流行の4回転ギアにしてパワー倍増。対抗格は、正月の立川記念決勝で3位に入り、競輪祭出場を決めた
岡村潤（静岡）、先行より捲りの方が威力があるレーサー。後を山田幸司・内藤香久の神奈川コンビが固めてく
れるのは有利。関東からは、宗景祐樹（栃木）、稲村好将（群馬）の筋金入りのマーカー。中部は、その気になれば
捲りがある笠松信行（愛知）。四国は、ダッシュ力抜群の自力型、大西祐（香川）には復調小川圭二（徳島）。九州
は、復活が待たれる小岩大介（大分）が孤軍奮闘。その他の1班は、2ヶ月間の自粛期間は練習漬けだった、地元
戦に強い島田竜二（熊本）に、落車で外傷性クモ膜下出血の大怪我から立ち直った梶山裕次郎（福岡）。茨城のホ
ープ芦沢辰弘（茨城）、平塚に冬期移動している自力型、中村敏之輔（北海道）。2班には、岐阜輪界の新星、松岡篤
哉は、先守だけでなく捲りにも著しい成長。2回目の失格で2班に甘んじている佐々木雄一（福島）は、一昨年の
平オールスターで決勝に乗った実力･気鋭。今年、待望の初優勝を遂げた池田憲昭（香川）は捲り主戦。先行より
捲りが強力なのは、考えて走るのが好きな片寄雄己（静岡）。捲りに磨きをかけている宿口陽一（埼玉）は、間違
いなく予選を突破して、準決勝でも人気を集めそうな調子に実力。大怪我から立ち直りつつある堀政美（茨城）
に酒井耕介（京都）の痛烈差し。実績の出口眞浩（神奈川）、眞原健一（神奈川）、松岡彰洋（三重）、舘泰守（愛知）、
鮒田博文（三重）は予選突破の有力候補。先行、捲りの自力で目立ちたいのは、宮本憲（福岡）、荒沢貴史（北海
道）、中川貴徳（栃木）、佐藤清之（千葉）、奥平充男（京都）。戸伏康夫（岡山）。

ロンドン五輪を目指すナショナルチームの一員として、海外遠征、合宿で鍛えられている河端朋之（岡山）が、
昨年末の平塚グランプリシリーズで開催されたナショナルカップの準Ｖから本格化、今年は、連戦連勝で優勝
を量産、先行より自慢のスピードを生かした捲りは絶品。昨年7月の当地戦逃げ切り初Ｖで波に乗ったのは、上
田隼（岐阜）、年末まで7Ｖの荒稼ぎで、来期のＳ級は決定的。アマレスのチャンピオンからデューダしたのは黒
川茂高（滋賀）。名伯楽、渡辺一貴（58期）の指導で急上昇。昨年8月当地戦での初Ｖをキッカケに、来期の初Ｓ級
をほぼ決める、格闘家としても十二分に通用する巨体から繰り出すパワーは豪快無比。この3人の主導権争い
は、Ｓ級戦より興味津々。地元勢は、初Ｖで波に乗る大ホープ森山智徳が登場。番手は気力優先のファイター、
園田鉄兵。玄人受けする味がある追い込み型、疋田敏（愛知）は、降級後はＡ級の水が合っていたのか優勝の連
続。

工 　 正 信 広 島
川 添 輝 彦 沖 縄
疋 田 　 敏 愛 知
柴 川 高 行 熊 本

小 川 圭 二 徳 島
島 田 竜 二 熊 本
山 田 幸 司 神奈川
稲 村 好 将 群 馬
宗 景 祐 樹 栃 木
笠 松 信 幸 愛 知
岡 村 　 潤 静 岡
松 岡 健 介 兵 庫
梶山裕次郎 福 岡
内 藤 秀 久 神奈川
小 岩 大 介 大 分
中村敏之輔 北海道
大 西 　 祐 香 川
芦 澤 辰 弘 茨 城
酒 井 耕 介 京 都
水 島 　 章 大 阪
北 村 　 哲 茨 城
森 　 哲 也 三 重
沢 亀 浩 司 福 岡
鈴 木 　 守 神奈川
大 網 俊 昭 千 葉
出 口 真 浩 神奈川
堀 　 政 美 茨 城
時 松 　 正 熊 本
櫻 井 紀 幸 群 馬
眞 原 健 一 神奈川
松 岡 彰 洋 三 重
酒 井 　 実 埼 玉
辻 　 　 力 石 川
松 江 健 一 静 岡
宮 本 　 憲 福 岡
田 川 辰 二 熊 本
三 木 健 治 沖 縄
塩川真一郎 広 島
田 中 俊 充 福 井
岡 崎 和 久 大 阪
片 寄 雄 己 静 岡
鮒 田 博 文 三 重
駒 村 大 生 群 馬
舘 　 泰 守 愛 知
住 村 　 実 徳 島
南 　 和 夫 福 岡
伊 藤 　 司 福 島
佐々木雄一 福 島
荒 澤 貴 史 北海道
伊 藤 大 彦 徳 島
池 田 憲 昭 香 川
中 川 貴 徳 栃 木
柿 沼 信 也 埼 玉
宿 口 陽 一 埼 玉
佐 藤 清 之 千 葉
奥 平 充 男 京 都
戸 伏 康 夫 岡 山
松 岡 篤 哉 岐 阜

歌 ６ ⑤ ④ 松 １ ② ❹ ２・４・２・　７
玉 ７ １ ③ 武 ７ ① ❸ ４・２・５・　７
名 ① ① ❷ 松 ① ② ❹ ５・４・１・　５
松 ７ ７ ６ 名 ５ ⑥ 止 ０・１・１・１５

向⑦②①❻ 島 ③ ④ ⑦ ２・２・２・　９
一 ９ ５ ６ (自粛欠場) ０・０・０・　５
宇 １ ② ❼ 熊 １ ② ❸ ４・４・２・　７
平⑦②④③ 園 ４ ③ ❻ ０・２・３・１０
倉 ⑨ ⑤ ① 防 ３ ③ ❼ １・３・４・　８
前 ② ⑥ ③ 垣 ７ １ ⑧ １・３・２・１０
向④⑦①⑨ 知 ９ ６ ⑨ ３・２・３・１６
宇 ⑥ ① ❽ 知 ６ ７ ⑧ ５・０・１・１１
阪 ６ ４ ３ 園 １ ⑥ ⑦ ２・０・２・１２
松 ３ ③ ❺ 倉 ⑦ ⑦ ② ２・５・４・１２
平⑤④⑤③ 園 ⑤ ④ ① １・３・４・１１
前 ８ １ ⑨ 玉 ７ １ ⑤ ３・０・０・１０
垣 １ ⑨ ① 原 ２ ② ❸ ２・４・１・　５
佐 Ａ Ｆ ❾（１月昇級） １・２・２・　３
阪 ６ ７ ６ 向２⑦欠欠 ０・１・３・１１
川 ６ テ 欠（長期欠場） ０・０・０・　０
原 ４ ⑥ ３ 倉 ５ ④ ⑨ １・０・１・１５
岐 ７ ４ １ 倉 ８ １ ⑦ ２・１・３・１４
原 ９ ９ ９ 知 ４ ７ ９ ０・０・０・１１
伊 補 充 ２ 倉 ９ ８ ８ ０・５・０・１５
観 故 ９ ４ 向３⑧⑤⑤ １・２・１・１０
阪 ２ ③ ❺ 平テ２欠欠 ０・３・４・　６
広 ３ ② ❷（長期欠場） ０・０・０・　０
防 ６ ⑥ ④ 島 ８ ５ ４ ０・０・１・１８
平５⑤⑦③ 宮 ７ ８ ３ ０・０・２・１１
岐 ３ ⑤ テ 川 ９ ２ ② １・３・２・１５
岐 ８ １ ⑨ 垣 ５ ① ⑦ ５・０・１・１７
岐 ８ ５ ９ 倉 ６ ７ ３ １・３・１・１４
平２⑧⑦１ 奈 ２ ⑨ ⑨ １・３・２・　９
防 ２ ⑦ ② 園 １ ⑦ ③ ２・２・２・１０
平３③⑦⑧ 熊 補 充 ８ ３・１・４・　９
宮９９６４ 熊 補 テ 欠 ０・１・０・１１
倉 ５ ② ⑥ 松 ９ ４ ９ １・３・３・１１
岐 ６ ６ ４ 奈 テ 欠 欠 １・２・１・１２
宮９７３７ 熊 ７ ３ ６ ０・０・２・　７
宮３⑨⑦９ 奈 ４ ③ ⑥ １・０・２・　７
立２③⑤④ 奈 １ ⑥ ① ５・４・１・　６
伊 失 欠 欠 向４テ欠欠 ０・２・１・　７
伊 ３ ⑧ ⑦ 原 ４ ⑧ ⑥ ０・２・３・１０
奈 ８ ６ テ 園 ５ ⑧ ２ １・１・２・１１
観 ５ ③ ⑦ 宇 ４ ⑥ ３ １・２・３・１１
川 ５ ⑦ ５（長期欠場） ０・０・０・　４
防 ９ ７ ９ 島 ２ ⑨ ⑧ ４・３・０・１４
宮１②④① 平補充２⑧ ４・２・１・　５
観 ８ ８ ２ 知 １ ⑧ ⑨ ２・２・１・１２
垣６８テ欠（長期欠場） ０・０・０・　０
原 １ ③ ❶ 垣 ３ ⑨ ① ４・１・２・１０
宇 ３ ⑨ ⑨ 垣 ４ ⑧ ９ ０・１・１・　８
戸 ７ ４ ６ 玉 ９ ８ ９ ０・０・０・１６
一 １ ⑨ ① 知 １ ④ ⑤ ５・１・１・　６
原 ９ ４ ６ 川 ６ ３ ５ ５・１・２・１２
向９９９９ 奈 補 ９ ９ ０・１・１・１５
平 ８ ９ ８ 玉 ８ ２ ⑨ ２・１・１・　８
歌５⑦⑨① 岐 ２ ① ❽ ５・１・０・　７

48 55 差 ○
47 56 差 ○
44 59 差 ◎
44 60 差 △

41 68 差 ◎
37 76 差 △
40 78 差 ◎
36 81 差 ◎
36 84 差 ◎
32 84 差 ◎
30 86 捲 ◎
33 87 先 ◎
30 87 差 ▲
30 89 差 ○
27 90 差 ◎
26 91 先 ▲
25 91 先 ◎
23 95 自 ▲
47 56 差 △
46 57 差 ×
46 58 差 ×
44 59 差 ×
44 60 差 ×
45 61 差 ×
44 62 差 ×
42 63 差 ▲
43 65 差 ○
40 67 差 ×
40 68 差 ×
39 69 差 △
41 69 捲 △
40 70 差 ×
38 71 捲 △
39 72 差 △
41 72 自 △
38 72 差 ×
37 73 差 △
37 74 差 △
36 76 自 ×
36 78 差 ×
35 79 先 ○
34 79 差 ▲
36 80 差 ×
36 80 差 ▲
35 82 差 △
36 82 差 ×
33 83 自 ×
32 83 差 ◎
33 85 自 △
28 89 差 ×
29 90 捲 ○
27 91 捲 ×
27 91 先 ×
27 91 捲 ○
29 93 先 ▲
40 93 先 ×
31 96 先 ×
29 97 先 ◎
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米 原 大 輔 熊 本 熊 １ ④ ⑤ 川 ８ ４ １ ２・０・２・　９31 86 差 △
仲 山 　 桂 熊 本 防 ６ ７ ３ 名 ６ ８ 止 ３・１・２・　９41 66 差 △

内 村 哲 也 山 口 佐 ３ ③ ❸ 熊 ７ ２ ② ２・５・５・　５43 62 差 ▲
谷 本 一 樹 岡 山 知 ２ ④ ④ 阪 失 欠 欠 １・６・１・　７42 63 差 ▲
林 　 栄 司 愛 媛 松 ③ ④ ① 阪 ⑦ ⑦ ⑥ １・０・３・１２41 65 差 ○
大 川 栄 二 和歌山 歌 ６ ⑦ ２ 名 ４ ⑥ 止 １・２・１・１３39 70 差 ▲
桜 井 　 健 徳 島 島 ３ ⑨ ③ 岐 ３ ③ ❾ ０・１・７・　６38 71 差 ▲
小 磯 芳 治 愛 知 四 ８ ２ ② 松 ５ ⑥ ８ １・２・０・１１37 74 差 △
鈴 木 輝 幸 大 分 留 ６ ４ ６ 岸 ７ ４ ２ ２・２・２・１３37 74 差 △
後 田 康 成 長 崎 留 ⑥ ⑤ ① 玉 ④ ⑥ ① ４・２・０・　９38 75 差 ○
梶 原 秀 庸 大 阪 歌 ４ ⑦ ３ 高 ７ ３ ２ １・２・３・　９37 77 差 △
瀬口慶一郎 熊 本 岐 １ ⑧ ③ 佐 １ テ 欠 ２・０・５・　３35 77 差 ▲
清 水 　 通 香 川 別 ８ ５ ７ 島 ３ ⑦ ⑤ １・０・３・１３39 78 差 ×
小 林 卓 人 大 阪 豊 １ ① ❸ 岸 ３ ④ ⑥ ４・１・４・　７34 79 差 ○
石 黒 　 健 広 島 佐 ９ ６ ６ 岸 ２ ⑨ ④ ２・４・１・１４35 81 先 ▲
矢 部 和 彦 三 重 阪 ９ ６ ９ 垣 補 充 ５ １・０・１・１７33 82 差 ×
中 野 功 史 長 崎 一 １ ② ❾ 垣 ３ ⑨ ① ７・４・１・　６34 84 先 ▲
高 橋 成 英 愛 知 佐 １ ⑦ ③ 倉 ５ ② ② １・４・１・　９29 89 先 ▲
遠 藤 純 志 徳 島 玉 ８ ９ ９ 岸 ７ ８ ３ ０・０・１・　５30 90 捲 △
肥 後 公 允 奈 良 奈 ４ ③ ❾ 垣 ⑧ ④ ① ２・２・１・１３27 91 先 ○
高 倉 俊 宏 福 岡 留 ２ ① ❹ 岸 ７ １ ⑤ ９・２・１・　９25 93 先 ▲
園 田 鉄 兵 熊 本 別 ⑥ ④ ⑦ 島 ⑥ ③ ❼ ２・１・１・１２28 93 自 ◎
河 端 朋 之 岡 山 歌 ① ① ❶ 松 ② ① ❶ ７・２・１・　４27 95 先 ◎
上 田 　 隼 岐 阜 玉 ⑤ ① ❶ 名 ② ① 止 ６・２・０・　４22 97 先 ◎
黒 川 茂 高 滋 賀 四 ⑧ ⑤ ④ 防 ② ③ ❶ ２・１・１・　４28 97 先 ◎
山 下 雄 次 福 井 四 ７ ４ ４ 垣 ６ ４ ５ ０・０・１・１７54 39 差 ×
井 村 文 弘 滋 賀 豊 ９ ５ ７ 高 ９ ７ ８ ０・１・０・１４48 52 差 ×
綾 野 修 司 香 川 留 ４ ⑧ ３ 島 ７ ４ ３ ０・０・４・１１49 53 差 △
島 村 健 吉 福 岡 歌 ８ ９ ５ 高 ６ ５ ５ ０・０・０・１３47 53 差 ×
小西浩一郎 熊 本 佐 ９ ６ ７ 高 ９ ８ ６ ０・１・１・１６47 55 差 ×
道 上 　 明 石 川 観 １ ⑥ ⑥ 歌 １ ⑧ ③ ５・０・２・　６45 57 自 △
浦 野 良 満 大 阪 佐 ５ ③ ⑧ 松 ８ ３ ２ ０・２・２・１０44 60 差 ×
加 倉 高 廣 福 岡 垣 ５ ② ② 佐 ７ １ ⑦ ２・２・０・１１43 64 差 △
大河原正輝 沖 縄 島 ８ ８ ８ 防 ９ ８ ８ ０・０・１・１１42 65 差 ×
小 浦 勇 一 広 島 別 ２ ⑤ ⑨ 垣 ６ テ ６ ０・１・０・１６42 66 差 ×
美 濃 英 導 山 口 奈 ７ ５ ５ 武 ８ ２ ⑥ ０・２・１・１５40 68 差 ×
杉 森 洋 志 奈 良 向 補 充 ２ 岐 ４ ⑦ ⑦ ０・２・２・１２41 69 先 △
中 野 龍 治 福 岡 玉 ９ １ ⑨ 垣 ８ ８ ８ １・０・２・１２39 70 差 ×
曽 根 好 久 岡 山 豊 ４ ⑨ ８ 阪 ８ ５ ９ １・０・１・１６39 72 差 △
寺 元 達 也 兵 庫 玉 ６ ６ ８ 高 ７ ５ ７ １・１・０・１４40 74 差 ×
齋 藤 　 収 滋 賀 留 ６ ５ ２ 四 ４ ⑤ ⑧ １・２・１・１４38 77 差 △
秦 　 　 平 愛 媛 松 ６ ⑤ ③ 岸 ７ ７ ９ ０・０・２・１５37 77 差 ×
田 村 英 輝 徳 島 防 ７ １ ⑨ 武 １ ⑧ ⑨ ７・２・１・　９36 78 先 ▲
小 谷 文 吾 三 重 阪 補 １ ③ 豊 ４ ⑤ ④ ３・２・１・１２36 79 自 △
高 橋 宏 和 愛 知 島 ２ ⑥ ⑨ 名 １ ③ 止 １・４・２・　８35 80 差 ▲
澤 住 直 行 岡 山 一 ８ ５ ５ 玉 ２ ⑦ ② １・２・０・　６33 83 捲 △
山 口 聖 志 熊 本 名 ９ １ 止 武 補 ７ ５ ３・０・１・１５32 84 捲 △
川 西 亮 介 和歌山 佐 ２ ⑦ ④ 別 １ ⑨ ⑥ ３・１・２・　９35 86 先 △
鳥 丸 晃 順 岡 山 島 ９ ９ ６ 歌 ９ ８ ３ ０・０・１・　５31 89 差 ×
南 部 亮 太 長 崎 別 ９ ４ ３ 垣 ５ ③ ⑨ １・２・２・１３27 93 先 ×
山 田 裕 哉 岐 阜 阪 ４ ⑤ ⑧ 垣 ９ ３ １ ２・２・５・１２26 98 先 △
森 山 智 徳 熊 本 留 １ ① ❷ 奈 １ ① ❶ ７・３・２・　３28 98 先 ◎
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